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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
の
北
海
道
・
苫
小
牧
東
部
地
域
及
び

石
狩
湾
新
港
地
域
の
新
た
な
利
用
方
向
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
の
北
海
道
・
苫
小
牧
東
部
地
域

及
び
石
狩
湾
新
港
地
域
の
新
た
な
利
用
方
向
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

苫
小
牧
東
部
地
域
の
開
発
を
行
う
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
苫
東
及
び
石
狩
湾
新
港
地
域
の
開
発
を
行
う
第
三
セ

ク
タ
ー
で
あ
る
石
狩
開
発
株
式
会
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
土
地
の
取
得
、
造
成
、
分
譲
等
の
事
業
を
行
っ
て
い

る
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

北
海
道
開
発
庁
（
当
時
）
が
平
成
七
年
八
月
に
策
定
し
た
「
苫
小
牧
東
部
開
発
新
計
画
」
に
お
け
る
苫
小
牧
東
部
地
域
の

開
発
の
想
定
規
模
（
用
地
面
積
）
は
一
万
七
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
産
業
関
連
、
研
究
開
発
関
連
及
び
都
市
開

発
（
居
住
・
生
活
関
連
）
に
係
る
部
分
は
五
千
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
株
式
会
社
苫
東
等
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
こ
の
う
ち
同
地
域
内
に
お
い
て
事
業
を
行
う
意
思
の
あ
る
企
業
等
に
平
成
二
十
三
年
三
月
末
ま
で
に
売
却
さ
れ
た
土

地
は
合
計
千
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

ま
た
、
北
海
道
が
平
成
十
六
年
四
月
に
改
訂
し
た
「
石
狩
湾
新
港
地
域
土
地
利
用
計
画
」
に
よ
る
と
、
同
計
画
の
計
画
面

一



積
は
三
千
二
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
業
務
地
区
に
係
る
部
分
は
千
四
百
二
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
石
狩

開
発
株
式
会
社
等
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
う
ち
同
地
域
に
お
い
て
事
業
を
行
う
意
思
の
あ
る
企
業
等
に
平

成
二
十
三
年
三
月
末
ま
で
に
売
却
さ
れ
た
土
地
は
合
計
八
百
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

株
式
会
社
苫
東
等
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
苫
小
牧
東
部
地
域
に
お
い
て
事
業
を
行
う
た
め
に
平
成
二
十
三
年

三
月
末
ま
で
に
土
地
を
購
入
し
た
企
業
の
数
は
八
十
七
社
で
あ
り
、
そ
の
主
た
る
業
種
は
自
動
車
関
連
産
業
、
リ
サ
イ
ク
ル

関
連
産
業
及
び
物
流
関
連
産
業
で
あ
る
。

ま
た
、
石
狩
開
発
株
式
会
社
等
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
石
狩
湾
新
港
地
域
に
お
い
て
事
業
を
行
う
た
め
に
同

月
末
ま
で
に
土
地
を
購
入
し
た
企
業
の
数
は
七
百
三
十
九
社
で
あ
り
、
そ
の
主
た
る
業
種
は
食
品
産
業
、
金
属
産
業
及
び
物

流
関
連
産
業
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
業
種
と
し
て
は
、
苫
小
牧
東
部
地
域
に
は
石
油
備
蓄
基
地
、
石
炭
火
力
発
電
所
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
専

焼
火
力
発
電
所
等
が
立
地
し
て
い
る
。

二



ま
た
、
石
狩
湾
新
港
地
域
に
は
、
石
油
製
品
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
貯
蔵
施
設
等
が
立
地
し
て
い
る
ほ
か
、
現
在
、
液
化

天
然
ガ
ス
の
輸
入
基
地
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

苫
小
牧
東
部
地
域
及
び
石
狩
湾
新
港
地
域
に
つ
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
や
地
球
温
暖
化
対
策
を
始
め
と
し
た

我
が
国
が
直
面
す
る
課
題
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
全
体
の
発
展
と
安
定
に
寄
与
す
る
観
点
か
ら
、
北
海
道
の
資
源
及
び
特
性

を
い
か
し
た
産
業
分
野
の
集
積
並
び
に
既
存
の
産
業
集
積
を
活
用
し
た
生
産
・
流
通
拠
点
の
形
成
に
資
す
る
土
地
利
用
を
促

進
し
て
ま
い
り
た
い
。

三


